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札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
８
月

26
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
『
ア
イ
デ
ィ
ア

の
た
ね
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
札
幌
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

助
成
を
受
け
、
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

の
社
会
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
事
業
は
次
に
示
す
、
３
つ
の
ス
テ

ッ
プ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

①�

会
員
に
向
け
『
福
祉
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
の
「
す
き
間
支
援
」
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
』

　

②�

「
ア
イ
デ
ィ
ア
の
た
ね　

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
実
施

　

③
報
告
書
の
作
成
と
拡
散

　

現
在
、
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会

員
数
は
、
札
幌
市
に
あ
る
当
事
者
（
支
援
）

団
体
と
し
て
は
最
大
級
の
約
１
，２
０
０
人
。

ま
た
、
結
成
か
ら
半
世
紀
を
超
え
、
様
々
な

実
績
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

同
市
の
複
数
の
諮
問
機
関
へ
の
参
画
等
が
適

い
、
公
的
な
場
に
会
員
の
声
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

行
政
か
ら
一

定
の
信
頼
を
得

て
い
る
組
織
だ

か
ら
こ
そ
、
そ

の
声
に
は
「
公

平
性
と
鮮
度
」

を
保
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
日
常

的
な
活
動
を
通

し
て
会
員
の
意

見
を
集
め
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
た
一
方
で
、
準
備
に
時
間

を
要
す
る
企
画
が
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
す
。
こ
れ
が
前
述

の
①
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
発
信
力

を
背
景
と
し
た
『
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
』
に
よ
り
「
活
動
が
注
目
、
評
価
さ
れ
れ

ば
」
短
期
間
で
数
百
万
円
も
集
ま
る
時
代
で

す
。
さ
ら
に
※『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』の
流
れ
か
ら
、

企
業
社
会
に
※『
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
』の
よ
う
な
動

き
も
生
ま
れ
、
か
つ
て
な
い
『
社
会
貢
献
ブ

ー
ム
』
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
勢
に

乗
る
た
め
の
工
夫
が
②
と
③
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、佐
藤（
道
育
成
会
）

会
長
を
含
め
、
他
の
障
が
い
団
体
の
代
表
者

級
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、

意
見
の
幅
と
深
さ
を
図
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

集
め
た
意
見
は
①
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
併

せ
て
報
告
書
に
ま
と
め
配
布
を
し
ま
す
。
配

布
先
は
、
厚
労
省
、
道
内
の
自
治
体
等
の
行

政
機
関
…
だ
け
で
な
く
、
大
企
業
や
企
業
団

体
、
大
学
等
に
も
届
け
る
予
定
で
す
。

　

行
政
は
民
主
主
義
の
性
質
上
、
最
大
公
約

数
的
な
事
業
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
想
い
を
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め

に
は
、（
も
ち
ろ
ん
行
政
へ
の
要
望
は
続
け

な
が
ら
も
）企
業
社
会
に
も「
注
目
さ
れ
る
」、

あ
る
い
は
「
届
く
」
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
に
シ
フ
ト
す
る
時
代
が
来
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

副
会
長

（M
ental-Consul

代
表
）
相
内　

雄
介

※�『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ

い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
で
す
。

※�『
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
』環
境
・
社
会
・
企
業
統
治
に
配
慮
し
て
い

る
企
業
を
重
視
・
選
別
し
て
行
な
う
投
資
の
こ
と
で
す
。

　
「
北
見
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」で
も
、「
育

成
会
会
員
」
や
「
北
見
市
特
別
支
援
学
校
の

保
護
者
」
の
方
々
を
対
象
に
「
障
が
い
を
持

つ
人
の
ケ
ア
を
担
う
家
族
の
暮
ら
し
」
を
テ

ー
マ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
展
開
、
報
告
書

に
ま
と
め
、関
係
機
関
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

聴
い
て
・
語
っ
て
・
伝
え
・
大
き
く
広
め
る
活
動

令
和
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
る

さ
ら
に
育
成
会
ら
し
さ
を
求
め
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障
が
い
者
就
労
施
設
等

製
品
展
示
会

（
パ
ネ
ル
展
）

令和３年度

終 了

　

８
月
18
日
㈬
～
19
日
㈭
、
北
海
道
が
主
催
す
る
標

記
の
展
示
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は「
障

が
い
者
週
間
」（
12
月
第
２
週
）の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

道
内
各
事
業
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
紹
介
パ
ネ
ル
の
掲

示
や
、
製
品
の
販
売
を
通
じ
、
広
く
道
民
の
皆
様
に

『
障
が
い
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と
、
福
祉

事
業
所
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
』
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
事
業
開
催
の
是
非
に
つ
き
ま
し

て
は
昨
年
同
様
、
道
及
び
、
参
加
団
体
間
で
慎
重
な

検
討
が
行
わ
れ
、感
染
対
策
を
万
全
に
行
う
こ
と
で
、

実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、今
年
は
会
場
と
な
る
道
庁
本
庁
舎
１
階
、

特
設
展
示
場
が
年
末
に
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を

考
慮
し
、
開
催
時
期
を
８
月
に
前
倒
し
、
例
年
よ
り

一
日
少
な
い
、
二
日
間
に
短

縮
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
北
海
道
盲
導

犬
協
会
の
啓
発
、
募
金
活
動

と
の
共
同
開
催
と
も
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
団
体
は
、
道
保
健
福

祉
部
障
が
い
者
保
健
福
祉
課

を
窓
口
に
「
道
社
会
福
祉
協

議
会
」・「
道
精
神
障
害
者
家

族
連
合
会
」・「
道
育
成
会
」

の
三
団
体
。
そ
し
て
、
各
団
体
に
所
属
す
る
事
業
所

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
か
ら
は
次
に

示
す
12
事
業
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
サ
ン
・
フ
ラ
ワ
ー
」（
釧
路
市
）「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

『
は
ま
な
す
』『
と
つ
た
共
同
作
業
所
』」（
帯
広
市
）

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
る
ー
ぷ『
ひ
の
で
』『
と
よ
か
わ
』」

（
苫
小
牧
市
）「
工
房
こ
ぶ
し
・
い
こ
い
」「
生
活
介
護

事
業
所
ら
い
む
」（
岩
見
沢
市
）・「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

栗
の
木
」（
栗
山
町
）「
つ
む
ぎ
の
家
」（
砂
川
市
）「
フ

ロ
ン
テ
イ
ア
」（
白
老
町
）「CoKoRo

３
５
７
」（
新

ひ
だ
か
町
）「
余
市
は
ま
な
す
」（
余
市
町
）「
工
房
恵

庭
」（
恵
庭
市
＊
初
参
加
）

　

結
果
は
、二
日
間
で
、延
べ
６
９
６
名
の
来
場
者
。

販
売
実
績
は
３
団
体
で
総
額
３
５
８
，
９
８
０
円
で

し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
よ
り
、
来
場
者
は
４
割
減
、
売
り

上
げ
実
績
は
３
割
減
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の

状
況
（
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
）
を
考
慮
す

る
と
、
事
業
の
目
的
を
立
派
に
達
成
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
盲
導
犬
協
会
へ
の
募
金
総
額
は
、
６

１
，
０
２
７
円
で
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
様
、
足
を
お
運

び
い
た
だ
い
た

道
庁
職
員
、
市

民
の
皆
様
に
は

こ
の
場
を
借
り

て
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
、
７
月
３
日
、
静
岡
県
熱
海
市
伊
豆
山
地
区

で
発
生
し
た
大
規
模
土
石
流
に
よ
り
、
熱
海
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
会
員
が
被
災
し
ま
し
た
。
全
育
連
よ

り
、
す
で
に
御
見
舞
金
１
４
５
万
円
を
支
出
し
た
と

の
報
告
が
届
い
て
い
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
々
へ
心
か
ら
の
お
悔
や
み
と
、
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
続
く
令
和
３
年
８
月
豪
雨
に
よ
り
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
内
閣
府
よ
り
、
激

甚
災
害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
全
育
連
は
、

関
係
被
災
者
へ
の
生
活
支
援
、
復
興
支
援
等
を
目
的

に
、
募
金
口
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
道
内
分
を
一
旦
、
道
育
成
会
で

取
り
ま
と
め
て
送
金
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
心

か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

＊
振
込
手
数
料
は
、
各
自
で
ご
負
担
願
い
ま
す
。

【
道
育
成
会　
取
り
ま
と
め
口
座
】

　
北
洋
銀
行　
道
庁
支
店

　
普
通
預
金　
０
１
６
６
２
１
６

　
一
般
社
団
法
人　
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

■
受
付
期
限　
令
和
３
年
12
月
28
日
■

「
静
岡
県
大
規
模
土
石
流
」

激
甚
災
害
に
！

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会（
全
育
連
）

義
援
金
の
募
集
と
見
舞
金
に
つ
い
て
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10
月
の
予
定

11
日
㈪　

第
１
回　

活
性
化
対
策
委
員
会

18
日
㈪　

第
67
回
全
道
大
会　

帯
広
大
会

第
１
回
実
行
委
員
会

23
日
㈯　

第
66
回
全
道
大
会　

岩
見
沢
大
会

第
６
回
実
行
委
員
会

コ
ロ
ナ
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
！
その4

道
内
各
地
の
育
成
会
、只
今
奮
闘
中

『
料
理
教
室
』今
年
も
大
好
評
⁉

白糠

『
和
太
鼓
』通
し
、
自
己
表
現

深川

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
三

密
を
避
け
６
月
25
日
・
29

日
の
２
回
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

小
あ
げ
に
酢
飯
を
詰
め

る
こ
と
が
少
し
難
し
い

「
な
か
ま
」も
い
ま
す
が
、

支
援
を
受
け
な
が
ら
で
も

自
分
で
つ
く
っ
た
と
い
う

満
足
感
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
料
理
が
厨

房
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の

を
ソ
ワ
ソ
ワ
し
な
が
ら
、
作
業
室
で
エ
プ
ロ
ン
、
マ

ス
ク
、
ヘ
ア
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
身
に
付
け
て
順
番
を
待

ち
ま
す
。
10
時
に
な
り
一
人
ず
つ
厨
房
へ
、
手
洗
い

を
済
ま
せ
、
ゴ
ム
手
袋
を
し
て
準
備
万
端
。
早
速
、

自
分
の
分
の
『
い
な
り
寿
司
』
に
挑
戦
で
す
。
完
成

後
、
11
時
、
他
に
準
備
し
た
料
理
か
ら
一
品
ず
つ
好

き
な
料
理
を
取
り
分
け
、
盛
り
付
け
ま
す
。
一
人
ず

つ
し
っ
か
り
時
間
を
か
け
て
選
ぶ
姿
は
と
て
も
微
笑

ま
し
く
、
嬉
し
そ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
衛
生
面

で
は
い
つ
も
以
上
に
注
意
が
必
要
で
し
た
。

　
「
な
か
ま
」と
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
や
交
流
は
、

来
年
に
残
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。

（
白
糠
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

橋
本　

房
恵
）

　

７
月
29
日
、
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
補
助

事
業
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
お
楽
し
み
交
流

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

広
め
の
会
場
を
用
意
し
、
定
期
的
に
窓
を
開
け
感

染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
「
ダ
ー
ツ
」・「
輪
投
げ
」

そ
し
て
『
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
』
を
行
い
、
参
加
者
全
員

が
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

休
憩
を
と
っ
た
後
は
他
の
活
動
を
す
る
予
定
で
し

た
が
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
意
外
に
も
大
盛
り
上
が
り

で
「
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
の
声
が
上
が
り
、急
遽
、

内
容
を
変
更
。
チ
ー
ム
に
よ
る

対
抗
戦
で
ゲ
ー
ム
を
続
行
し
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
に
出
る
こ
と

が
少
な
い
私
た
ち
親
や
支
援
者

も
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

（
大
樹
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

水
谷　

眞
理
子
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
細
心
の
感
染

対
策
を
施
し
、
40
名
程
が
「
和
太

鼓
教
室
」
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
世
界
各
国
で
伝
統

音
楽
、
和
楽
器
を
伝
え
る
団
体

「Ezon�m
usic

」
所
属
の
小
室
孝

太
さ
ん
を
お
招
き
し
、
和
太
鼓
を

通
し
て
の
自
己
表
現
に
挑
戦
！

　

小
室
先
生
の
太
鼓
を
叩
く
姿
に

魅
了
さ
れ
、
憧
れ
を
抱
く
人
も
い

ま
す
。
今
回
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
演
奏
し
ホ
ー
ル
内
に
響
く
和
太
鼓
の
力
強
い
音
色

に
感
動
！
み
ん
な
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
く
演
奏
で

き
、
思
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
が
続
き
、
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
等
の
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
利
用
者
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し

め
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
、
元
気
を
発
信
し
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
深
川
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

佐
藤　

進
太
郎
）

『
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
』に

大
盛
上
が
り
！
大樹

　
※
カ
ロ
ー
リ
ン
グ（curolling
）

　
室
内
で
カ
ー
リ
ン
グ
が
で
き
る

よ
う
に
考
案
さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
」。
１
９
９
３
年
に
名
古

屋
市
に
あ
る
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ

ー
が
考
案
。
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
名

は
「
軽
や
か
に
ロ
ー
リ
ン
グ
（
回

転
す
る
）」
と
し
て
命
名
。



障がい者の願いを実現することが事業所連絡協議会

の目的です。

私たちは、『経営』と『志』の統一を目指しています。

体力のある事業所も体力のない事業所も助け合います。

あなたの事業所の入会を待っています。

NPO法人　エンジョイライフ

かつら共同作業所 就労継続支援Ｂ型
〒049-3125　二海郡八雲町熱田43番地１
電話／FAX（0137）63-2925　E-mail：mion@bz04.plala.or.jp

★主な作業
☆資源ごみの回収
☆玉ねぎの皮むき
☆一般廃棄物処理事業
☆草刈り請負事業
☆除雪・排泄事業

毎年行われている育成会日帰り旅行の様子
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